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第
83
回

文
部
科
学
省
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

へ
の
申
請
を
取
り
下
げ

９
月
８
日
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加

速
器
研
究
機
構
（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）
は
、

文
部
科
学
省
の
「
学
術
研
究
の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
関
す

る
基
本
構
想
（
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
）」

へ
の
Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
の
申
請
を
取
り

下
げ
た
こ
と
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
発
表
し
ま
し
た
。

今
回
の
希
望
の
ひ
か
り
で
は
、

取
り
下
げ
の
経
緯
や
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実

現
に
向
け
て
の
道
筋
な
ど
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

★
発
表
要
旨

○
２
月
に
文
科
省
に
申
請
書
を
提

出
し
た
が
、
そ
の
後
の
国
際
的
推

進
状
況
を
踏
ま
え
、
３
月
に
申
請

を
取
り
下
げ
た
。

　

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ

国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ

イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
┣

イ
ダ
ー
（
Ｉ
Ｌ
Ｃ
┣

計
画
の
各
種
最
新
情

計
画
の
各
種
最
新
情

報
を
お
届
け
し
ま
す

報
を
お
届
け
し
ま
す

○
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
策
定
の
審
査
過

程
は
非
公
開
が
原
則
で
あ
っ
た
た

め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

の
９
月
の
報
告
と
な
り
、
遅
れ
た

こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

○
申
請
書
提
出
後
に
、
国
際
研
究

者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
議
論
が
行
わ

れ
、
新
た
に
国
際
推
進
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
る
と
と
も
に
国
際
協
力

体
制
な
ど
推
進
の
枠
組
み
を
再
構

築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

○
申
請
書
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
「
国
際
協
力
に
よ
る
計
画
推

進
体
制
」
が
大
き
く
変
わ
り
、
申

請
書
の
内
容
か
ら
一
新
さ
れ
る
見

込
み
と
な
っ
た
た
め
、
申
請
を
取

り
下
げ
た
。

★
文
部
科
学
大
臣
記
者
会
見

Ｉ
Ｌ
Ｃ
計
画
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

申
請
取
り
下
げ
に
つ
い
て
、
萩
生

田
光
一
文
部
科
学
大
臣
は
記
者
会

見
で
、「
Ｋ
Ｅ
Ｋ
が
申
請
を
取
り

下
げ
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の

理
由
は
伺
っ
て
い
る
。
文
科
省
と

し
て
は
、
米
欧
の
政
府
機
関
と
の

意
見
交
換
を
行
い
つ
つ
、
国
際
研

究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
議
論

を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
発

言
し
ま
し
た
。

★
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
へ
の
道
筋

森
俊
則
・
東
京
大
学
素
粒
子

物
理
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

は
、
９
月
24
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
さ
れ
た
県
Ｉ
Ｌ
Ｃ
推
進
協
議

会
主
催
の
講
演
会
で
、
Ｋ
Ｅ
Ｋ
が

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
申
請
を
取
り
下
げ

た
経
緯
を
説
明
し
た
上
で
、「
８

月
に
国
際
推
進
チ
ー
ム
が
発
足
し

た
。
推
進
チ
ー
ム
は
１
年
か
ら
１

年
半
ほ
ど
活
動
し
て
世
界
の
研
究

所
間
で
合
意
し
、『
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備

研
究
所
』
の
設
立
を
目
指
す
」
と

述
べ
、「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
準
備
研
究
所
は
、

設
立
し
て
か
ら
４
年
間
に
わ
た
り
、

詳
細
な
設
計
や
地
質
調
査
な
ど
の

準
備
を
行
う
」
と
し
、「
平
行
し
て
、

政
府
間
の
協
議
が
行
わ
れ
、
世
界

各
国
の
分
担
を
話
し
合
い
、
そ
の

結
果
に
よ
っ
て
、
日
本
が
本
当
に

や
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
決

ま
る
」
と
Ｉ
Ｌ
Ｃ
実
現
へ
の
見
通

し
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
講
演
会
で
山
下

了さ
と
る・

東
京
大
学
素
粒
子
物
理
国
際

研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
は
、「
１

年
半
の
間
に
、
推
進
チ
ー
ム
が
世

界
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
一
緒
に
Ｉ

Ｌ
Ｃ
準
備
研
究
所
を
設
立
す
る
こ

と
が
当
面
の
目
標
だ
」
と
強
調
し

ま
し
た
。

空
が
高
く
雲
が
く
っ
き
り
見
え

る
、
す
が
す
が
し
い
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
い
か
が
お
過
ご
し
で
す

か
。９

月
21
日
、
延
期
し
て
い
た
江

刺
甚
句
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
来
場
者
数
を
制

限
す
る
な
ど
規
模
を
縮
小
し
て
の

実
施
と
な
り
ま
し
た
。
主
役
で
あ

る
江
刺
地
域
の
42
歳
年と

し

祝
い
わ
い

連
緋ひ

勇ゆ
う

陣じ
ん

、
25
歳
年
祝
連
結き

碧お
う

蓮れ
ん

の
ほ

か
、
他
地
域
の
厄
年
連
も
友
情
出

演
し
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
演
舞
を
披

露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
ち
に
元

気
と
活
気
を
与
え
て
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

９
月
５
日
、
市
国
際
交
流
協
会

主
催
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

参
加
し
ま
し
た
。
災
害
時
の
対
応

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
非
常
時

に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
い

い
の
か
、
日
頃
ど
の
よ
う
な
準
備

を
し
て
お
く
べ
き
か
を
、
市
内
在

住
の
外
国
人
市
民
の
皆
さ
ん
と
考

え
ま
し
た
。
折
し
も
、
当
日
は
市

内
に
大
雨
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ

て
お
り
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、

改
め
て
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
良

い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

９
月
14
日
、
本
市
出
身
の
元
総

理
大
臣
・
斎
藤
實
の
妻
で
、
名
誉

市
民
で
も
あ
る
春
子
さ
ん
の
50
回

忌
法
要
に
参
加
し
、
参
列
さ
れ
た

皆
さ
ん
と
、
そ
の
遺
徳
を
し
の
び

ま
し
た
。
現
在
、
斎
藤
實
記
念
館

で
は
「
斎
藤
春
子
の
ド
レ
ス
展
」

を
今
月
末
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

夫
人
ゆ
か
り
の
ド
レ
ス
や
装
飾
品

な
ど
貴
重
な
品
々
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
び
、

春
子
さ
ん
の
生
き
た
時
代
を
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
月
か
ら
、
新
幹
線
水
沢
江
刺

駅
の
発
車
メ
ロ
デ
ィ
と
し
て
、
梁

川
出
身
の
大
瀧
詠
一
さ
ん
の
楽

曲
「
君
は
天
然
色
」
が
ホ
ー
ム
に

流
れ
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
、
駅
の
利
用
者
、
ま
た
市
へ
の

来
訪
者
が
さ
ら
に
増
え
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
楽
曲
導
入
に

尽
力
い
た
だ
い
た
大
瀧
詠
一
応
援

団
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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若柳小学校若柳小学校

児童数　105人
所在地　奥州市胆沢若柳字箸塚181番地
☎ 46-2708

思いが込められた校章

若柳小学校は、明治６年10月に開校し、今年で

創立147年目を迎えました。これまでに、およそ５

千人の卒業生を輩出しています。学区は、胆沢扇

状地の中央北部に位置し、胆沢川の豊かな水を引

いて広がる水田地帯です。多くの子どもたちが農

作業にいそしむ家族の姿を見て育っていることも

あり、優しく、勤勉な子どもたちが多いです。

校章

若柳という地名から、

柳をシンボルにしていま

す。校章中央の「若小」

の文字を囲んで左右には

若い柳の葉と蕾がデザイ

ンしてあります。右の枝

は６年生までの男子児童

を、左の枝は女子児童を

象徴し、健やかに成長し

花開くようにとの願いが込められています。

　また、校庭にはシンボルツリーの柳の木が植樹

され、子どもたちの成長を見守っています。

ゆたかに

105人の子どもたちは、15班の縦割班に分かれ、

清掃や児童会行事に取り組んでいます。６年生が

リーダーシップをとり、班の活動を進めます。子

どもたちが楽しみにしている児童会行事に「若小ウ

ォークラリー」があります。クイズを解きながら校

地内を歩く活動

です。現在の校

舎が建てられた

ときに、敷地に

はたくさんの木

が植えられまし

た。木の名前を

覚えながら自然

５年生は、地域の皆さんのご協力の下、胆沢の主

要産業である米作りについて体験学習をしています。

田植えや稲刈りを体験することにより、育てる苦労

を知り、感謝の気持ちを持つことができます。

　また、５・６年生は、地域の方から鶏
とり

舞
まい

を教わり、

運動会で披露しています。衣装の着付けは保護者が

行います。鶏舞を通し、親子で地域とつながること

ができます。

地域に触れる学習

に親しんでほしいと始まりました。

かしこく

　本校では、授業にプロジェクターやタブレット

端末などのＩＣＴ

機器を積極的に活

用しています。プ

ロジェクターによ

り教材が大きく映

し出されると、子

どもたちの集中力

はぐっと高まりま

す。６年生になる

とタブレット端末を使って発表を行うなど、表現

の幅を広げることができています。

たくましく

　心も体もたくまし

く育つよう、年間を

通し業間マラソンに

取り組んでいます。

また、学校より半径

１㎞の範囲は歩いて

の登下校を推奨して

います。豊かな自然

に触れたり、美しい散居の風景を心に刻んだりし

ながら通学してほしいと願っています。

縦割班のチームワークは抜群

タブレット端末を使った授業

心身の成長を目指します

米作り体験 鶏舞




